テレビ番組における発話を表す文字テロップ by 舟橋 望美
― ―1
第 1 章　はじめに



































2 . 2 　分類解説






























3 . 1 　全体の特徴
収集結果は以下の通りである。
表 3
番組名 ナカイ かぐや スッキリ 木スペ every. ケンミン 計 平均
総発話数 201 108 74 191 97 125 796
総テロップ数 23 64 66 71 87 89 400
テロップ率 11.4% 59.3% 89.2% 37.2% 89.7% 71.2% 59.7%
平均一発話文字数
（テロップ有 + 無）
11.8 16.2 23.7 12.6 21.4 14.2 16.6
平均一発話文字数
（テロップ有のみ）
17.8 21.9 25.0 15.5 22.3 15.7 19.7
平均一発話テロップ文字数 12.0 19.1 22.5 13.3 17.4 14.2 16.4
平均縮尺率（縮尺率計算） 74.7% 90.3% 91.8% 88.9% 82.6% 95.2% 87.2%
平均縮尺率（文字数計算） 67.1% 86.8% 90.0% 85.2% 77.9% 90.1% 82.9%
書換率 78.3% 70.3% 65.2% 47.9% 70.1% 41.6% 62.2%











ナカイ かぐや スッキリ 木スペ every. ケンミン
テロップ無 11.0 8.0 13.6 10.8 11.2 10.3
テロップ有 17.8 21.8 25.0 15.5 22.3 15.7









3 . 2 　番組別







































































































































































































図 1 図 2
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3 . 2 . 1 　ナカイ
















3 . 2 . 3 　スッキリ
「スッキリ」は、テロップ率が 2 番目に高い。文字化されなかったものは、 8 個のうち相




3 . 2 . 4 　木スペ





3 . 2 . 5 　every.
「every.」はテロップ率が最も高い。文字化されなかったものは、10のうち会見の司会者













3 . 3 　分類別
この項では、文字化の分類別の特徴を見る。









ナカイ かぐや スッキリ 木スペ every. ケンミン
同一 7.2 16.0 19.5 11.7 12.1 10.9
書換 20.8 24.3 27.5 19.7 27.9 22.6
3 . 3 . 2 　削除
発話の中の何が削除されやすいのかを数で表すために、形態素解析エンジン MeCab を使
用し、品詞別に分類した。表 6 は削除回数の多い上位 5 品詞である。
― ―7
表 6
ナカイ かぐや スッキリ 木スペ every. ケンミン 合計
1 感動詞 - フィラー 2 13  9  5 40  4 72
2 助詞 - 格助詞 7 15 11  9 21  3 66
3 助動詞 7 15 10 12 11 11 66
4 副詞 6 16 11  8 12 12 65












ナカイ  23  4 17.4%
かぐや  64  5  7.8%
スッキリ  66  6  9.1%
木スペ  71  5  7.0%
every.  87  4  4.6%










る。表 8 は、 1 . 1 目的にてどの発話にも共通で文字化されにくいと考えた感動詞・指示語・
終助詞が、どれだけ削除されているかを示したものである。
表 8
感動詞 指示語 終助詞 合計
ナカイ  5  3  1  9
かぐや 14 11  4 29
スッキリ 13  3  5 21
木スペ 14  3  2 19
every. 26  3  4 33
ケンミン 10  4  5 19
合計 81 28 21
これらは、ひとつのデータで複数個削除されていても 1 と数えている。
































ナカイ かぐや スッキリ 木スペ every. ケンミン 合計
言葉の置換 2 6  7 5 7 3 30
標準語化 1  8 1 10
書き言葉化 6 12 7 1 26
イ追加 9  2 2 2 2 17
意味の変換  2 2  4
敬体化  1  1
















のシーンでは、方言の発話 7 のうち、標準語化されたのは 1 例である。その後のインタ


















































4 . 1 　文字テロップ化される発話と表記
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